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平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅰ 
３ 第１学年 

啓林館「LANDMARK Fit English Communication Ⅰ 」 

同「LANDMARK Fit English Communication ⅠWork Book」 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は、英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するととも

に、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う授業です。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の 1 つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、相手にきちん

と伝わるような音読を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと，学

んだことや経験

したことに基づ

き，情報や考え

などについて，

意見の交換をし

たりすることが

できる。 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴，話す速

度，声の大きさ

などに注意しな

がら話すことが

できる。 

・暗唱テス

ト 

・インタビ

ュ ー テ

スト 

・定期考査 

・聞いたり読んだ

りしたこと，学

んだことや経験

したことに基づ

き，情報や考え

などについて，

書くことができ

る。 

・内容の要点を示

す語句や文，つ

ながりを示す語

句などに注意し

ながら書くこと

ができる。 

・語彙力を増強さ

せる。 

・ライティ

ン グ テ

スト 

・定期考査 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて，だいた

いの内容をつか

む こ と が で き

る。 

・事実と意見など

を区別して聞く

ことができる。 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴に注意し

ながら聞くこと

ができる。 

・リスニン

グ テ ス

ト 

・インタビ

ュ ー テ

スト 

・定期考査 

 

・説明や物語など

を読んで，だい

たいの内容をつ

かむことができ

る。 

・説明や物語など

を，聞き手に伝

わるように音読

することができ

る。 

・内容の要点を示

す語句や文，つ

ながりを示す語

句などに注意し

ながら前から前

から読みとるこ

とができる。 

・音読テスト 

・定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

「聞くこと」「話すこと」「読

むこと」「書くこと」の言語

活動に積極的に取り組んでい

るかを、授業に対する意欲や

発表などで評価する。 

情報や考えなどについて英語

を使って意見の交換をするこ

とができるよう、発表や定期

考査を通して評価を行う。 

英語を読んだり聞いたりして

外洋や要点を捉えたりするこ

とができるよう小テストや定

期考査を通して評価を行う。 

 

英語の仕組み,使われている

言葉の意味や働きなどを理解

しているとともに、言語の背

景にある文化を理解を理解し

ているか定期考査などで評価

を行う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価を行う。 
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４ 学習の活動  

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

What Can 

Blood Type 

Tell Us? 

進行形 

助動詞 

受動態 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

内容に関心を持ち、そ

のキーワードを参考

にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

血液型に関するの会

話を聞いて理解し，

質問に答える。 

 

本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 

 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・教科書のエクササイ

ズを用いて状況に

応じて発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

本文の内容を要約す

ることができる。 
 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

進行形、助動詞、受

動態について学んで

理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 2 

Curry 

Travels 

around the 

World 

 

動名詞 

現在完了形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

内容に関心を持ち、その

キーワードを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

カレーなどの食べ物

について意見交換す

る。 

本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

カレーのルーツや普

及した経緯に関する

英文を聞いて理解

し，質問に答える。 

 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞、現在完了形

について学んで理解

する。 

・ 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 
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Lesson 3 

School 

Uniforms 

 

不定詞 

原級 

比較級 

最上級 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝え

合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・各国の制服に関する

英文を聞いて理解

し，制服について意

見交換する。 

・「比較」表現を含む英

文を理解し，展開す

る。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで話

すことを目指す。 

・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・各国の制服に関する

会話を聞いて理解

し，質問に答える。 

・「比較」表現を含む対

話を理解し，展開す

る。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞や比較級につ

いて学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 4 

Gorillas 

and 

Humans 

不定詞 

It～to 不定詞 

の 形 式 主 語

の構文 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

本文の会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝え

合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ゴリラと人間との類

似性を聞いて理解

し，本文の内容につ

いて意見交換する。。 

・「不定詞」や「形式主

語の it」の表現を含む

対話を理解し，展開

する。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつけ

て話すことを目指す。 

・ペアワークで、会話の

中で例文が使えること

を目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・絶滅危惧種としての

ゴリラに関する会話

を聞いて理解し，質

問に答える。 

・「不定詞」や「形式主

語の it」の表現を含む

対話を理解し，展開

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「不定詞」や「形式主

語の it」について学ん

で理解する。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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Lesson 5 

“gr8”or 

great? 

 

関係代名詞 

間接疑問文 

It を用いた形

式主語構文 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝え

合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・英語圏の若者が用い

る新種の言語につい

て理解し、意見交換

する。 

・「関係代名詞」「間接

疑問文」「形式主語の

it」を表現を含む英文

を理解し，展開する。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで話

すことを目指す。 

・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・英語圏の若者が用い

る新種の言語につい

てを聞いて理解し，

質問に答える。 

・「関係代名詞」「間接

疑問文」「形式主語の

it」を表現を含む英文

を理解し，展開する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

「関係代名詞」「間接疑

問文」「形式主語の it」

を表現を含む英文に

ついて学びりかいす

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 6 

Biodiesel 

Adventure 

過去分詞 

現在分詞 

過去完了 

関係代名詞 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

本文の内容に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝え

合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・著者の世界一周に関

する英文を聞いて理

解し，質問に答える。 

・「分詞」や「過去完了」 

「関係代名詞」の表現

を含む対話を理解

し，展開する。 

 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつけ

て話すことを目指す。 

・ペアワークで、本文中

の表現が使えることを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・著者の世界一周に関

する英文を聞いて理

解し，質問に答える。 

・「分詞」や「過去完了」 

「関係代名詞」の表現

を含む対話を理解

し，展開する。 

 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞」や「過去完了」 

「関係代名詞」につい

て学んで理解する。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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Lesson 7 

Eco-tour on 

Yakushima 

S+V+O+不定詞 

S+V+O+ 原

形 

関係副詞 

when,where 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・世界遺産と屋久島エ

コツアーに関する

本文を聞いて理解

し，質問に答える。 

・「不定詞」や「関係

副詞」を含む本文を

理解し，展開する。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 

・ペアワークで、会話の

中で例文が使えるこ

とを目指す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 

・テキストを見ない

で発話できる。 

・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 

・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・世界遺産と屋久島エ

コツアーに関する

本文を聞いて理解

し，質問に答える。 

・「不定詞」や「関係

副詞」の表現を含む

本文を理解し，展開

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「不定詞」や「関係

副詞」の表現ついて

学んで理解する。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson 8 

Mariko 

Nagai,Super 

Interpreter 

知覚構文 

分詞構文 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・英文を聞いて理解

し，質問に答える。 

・通訳の仕事について

意見交換する 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 

 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 

・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 

・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・「知覚構文」や「分

詞構文」を表現を含

む対話を理解し，展

開する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「知覚構文」や「分

詞構文」について理

解する。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおけ

る出題。 
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Lesson 9 

Space 

Elevator 

 

仮定法過去 

助動詞+受動

態 

倍数表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝え

合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・宇宙エレベーターに

関する本文を聞いて

理解し，質問に答え

る。 

・仮定法過去の表現を

含む英文を理解し，

展開する。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで話

すことを目指す。 

・ペアワークで、会話の

中で例文が使えること

を目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・宇宙エレベーターに

関する会話を聞いて

理解し，質問に答え

る。 

・仮定法過去の表現を

含む対話を理解し，

展開する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞や倍数表現に

ついて学んで理解す

る。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 


